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大津波を生き抜いた子ども達から学ぶ
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例



奇跡ではない釜石小の軌跡

何が子ども達の命を
救ったのか？

釜石小学校の防災教育

校長が防災教育を学校経営に位置づける正常性バイアスの克服



奇跡ではない釜石小の軌跡

ぼく・わたしの
津波防災安全マップ作り

釜石小学校の防災教育
その1



建物の壁が落ちてきそう

看板が落ちてきそう

奇跡ではない釜石小の軌跡



地区ごとに調べて歩く

奇跡ではない釜石小の軌跡



奇跡ではない釜石小の軌跡



調べたことを大きな地図に貼る

奇跡ではない釜石小の軌跡



津波防災安全マップ作りの有効性の要因

①子ども達が、自分の足で歩き、自分の目で確
かめて作成したこと。

②保護者が子どもとともに歩き、通学路を確か
めたこと。

③個人で調べたことを、地区の子ども達で共有
したこと

④作成した大きなマップを校舎内に掲示し、常
に子ども達が学区、通学路の避難場所や危険
個所を目にしていたこと。

⑤市主催の地域会議で学校の取組として、マッ
プつくりを共有していたこと。

⑥「不審者マップ作り」を「津波防災マップ作
り」に応用するという教師の安全教育の理解
と工夫があったこと。



下校時津波避難訓練

奇跡ではない釜石小の軌跡

釜石小学校の防災教育
その２



下校時津波避難訓練

奇跡ではない釜石小の軌跡



奇跡ではない釜石小の軌跡



下校時津波避難訓練の有効性の要因

① マップ作りで確認した避難場所が校内掲示等
で記憶にあり、その時、実際にいる場所から一
番近い避難場所を考え避難する行動をとること
ができたこと。

② 揺れが収まるまではその場で身を守ることは
安全の確保とともに、次の行動に心を落ち着か
せることができた。

③保護者や地域の方、行政の方も一緒に訓練に参
加してくれたこと。

④市の防災課がこの訓練に協力してくれたこと。
⑤従来の学校の避難訓練と言えば、校内における
地震発生、火災発生の訓練であった学校教育に、
新しい発想で下校時津波避難訓練を考え実践し
たこと。



命を守る下校時避難訓練の構築 ～東日本大震
災の教訓を踏まえた防災教育の試み～
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 修士課

中川優芽（2019）

釜石小学校が作成した「釜石
小学校東日本大震災記録集 い
きいき生きる」（釜石小学
校.2012）
の避難行動が書かれた作文か
ら当時避難した児童へのインタ
ビュー調査を行い、M-GTA分
析の結果から、下校時津波避難
訓練が津波避難行動に影響を与
えたことが明らかになったとし
ている。



奇跡ではない釜石小の軌跡

津波防災の授業

釜石小学校の防災教育
その３



https://www.city.kamaishi.iwate.jp/soshiki/kyoikuiinkai/...



釜石市内の先生方のWG会議
・さまざまな意見
・何度も何度も話し合い
・授業の方向性
・発達段階に合わせて

効果的な教材・DVD

●50センチの波が来たらみんなは逃げられ
ると思う？
・水泳習ったばかりだし、50センチなら
逃げられると思う。

すごい速さだ。背の高さくらいあった車
や家も流されるんだ と驚く

DVD



津波防災授業

50cmの波でも人は流される
という授業を思い出し、家の
屋上に避難



津波防災授業の有効性の要因
①「釜石市津波防災教育のための手引き」
を作成した釜石市の先生方の知恵と努力
があったこと。

②手引きに、群馬大学災害社会工学研究室
の協力を得て、インパクトの強い映像等
を授業の中で使うことができて、効果的
な授業ができたこと。

③手引きに従って、防災授業をしっかりと
実践した真摯な先生方がいたこと。

④授業をしっかりと覚えている、話をしっ
かりと聴くことのできる子ども達が育っ
ていたこと。



１８４人の命を救ったもの

●ぼくわたしの津波防災マップ

●下校時津波避難訓練

●津波防災授業

釜石小学校の防災学習

正常性バイアスの克服



●当たり前を当たり前に
学校教育でしっかり育む

●心の育成

●地域の力 ●行政の力

奇跡ではない釜石小の軌跡

防災教育以前に大事なもの

防災教育だけではない



釜石は海の恵みをたくさん受けている。
が自然は時として災いを起こす。だか
らと言ってふるさとを嫌いにならない
でほしい。災いが起こったときは、ふ
るさとのお作法を守ってふるさとを好
きになってほしい。（片田敏孝教授）

ふるさとを好きになる
● 生活科、総合、社会科…実際に

●ふるさとの人
●ふるさとの
自然、もの、こと

●例 6年「キッズマート」総合
・子ども達の会社設立経営の講義や話し合い
・水産業：漁協「わかめの芯抜き作業」体験
・農業：そばの収穫体験 等々
・キッズマートの開催：町中で水産物、農産物、その他の販売

●ふるさとの人、
自然、もの、こと

とかかわる



● 講演会

奇跡ではない釜石小の軌跡

保護者の意識の醸成のために

● 子どもと一緒に安全マップ作り

● 下校時津波避難訓練に参加

● 校報

●自他の命を守るため
の共通理解、共有

いきる
そなえる



● 地域会議で学校の防災教育説明

奇跡ではない釜石小の軌跡

地域民の意識の醸成のために

● 下校時津波避難訓練に参加

● 校報

● かかわる・行事へ招待
・地域の教育力活用
・あいさつ

●自他の命を守るため
の共通理解、共有

いきる
そなえる

●地域の人と関わる機会を設ける。

かかわる
●学校地域支援本部事業の活用





● 市主催の会議への出席
…学校からの発信

奇跡ではない釜石小の軌跡

行政との連携を深めるために

● 下校時津波避難訓練への協力
・訓練放送の依頼…防災課
・訓練への参加依頼…地域福祉課

●自他の命を守るため
の共通理解、共有

いきる
そなえる



● 日常の指導の充実…学校力

奇跡ではない釜石小の軌跡

教師の意識の醸成のために

● 地域を知る 歩く

● 地域の人とかかわる

● 教師教育…大学生に
岩手大学 子どもを守れる教師に

いわての復興教育



奇跡ではない釜石小の軌跡

大川小の教訓から

子どもを守るのは
山ではない

山に逃げることを教える
教師の判断力

東日本大震災の教訓から

教師のとっさの判断
（そのために地域のリスクを知る）



東日本大震災から10年

● 震災の記憶のない世代
● 震災の記憶のある世代

いわての復興教育 2011年～

● 小学校低学年用
● 小学校高学年用
● 中学校用
● 高等学校用

https://www.pref.iwate.jp/kyouikubunka/kyouiku/gakkou/...



「東日本大震災があったからこそ、

ふるさと釜石が好きになった。

ふるさとが好きだからこそ、

今を頑張れています。」



「東日本大震災後、多くの出会いが

ありました。その裏では必ず、

どんなに苦しくても前を向き、

立ち上がって頑張っている

『かっこいい』大人たちが支えて

くれていました。」




